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資料３ アンケート調査結果概要 

本調査は、計画を策定する上での基礎資料として活用するとともに、市内の高齢者が可能な限り

住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう生活や健康などの地域の実情等を的確に把握し、

今後の介護や高齢者保健福祉などの施策に反映させていくために実施したものです。 

 

調査の方法 

１．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

生活支援の充実、高齢者の社会参加・支え合いの体制づくり、介護予防の推進の観点から高齢

者の状況やニーズを把握するための調査 

〇調査対象：室蘭市に居住する65歳以上の要介護認定を受けていない方 

〇調査期間：2023（令和５）年４月27日～５月25日 

〇調査方法：無作為に抽出した1,500人に郵送配布・郵送回収 

２．在宅介護実態調査 

要支援・要介護者の在宅生活の継続や介護者の支援に有効な介護サービスのあり方を検討する

ための調査 

〇調査対象：室蘭市に居住し、要支援・要介護認定を受けて在宅で生活をしている方 

〇調査期間：2022（令和４）年５月１日～2023 （令和５）年１月31日 

〇調査方法：調査期間中の更新申請者で同意の得られた652人へ、認定調査員による訪問（聞

き取り）での回収 

３．介護保険事業所調査 

事業者が実施している介護サービスや今後の事業展開などから、サービス供給体制の現状や課

題などを把握するための調査 

〇調査対象：室蘭市を拠点として介護保険サービスを提供する事業所 

〇調査期間：2023（令和５）年５月９日～６月９日 

〇調査方法：130事業所へメールによるWEB回答を依頼。必要に応じて郵送回収 

 

配布・回収状況 

 

 配布数 回収数 回収率 

１．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 1,500票 1,116票 74.4% 

２．在宅介護実態調査 652票 652票 100.0% 

３．介護保険事業所調査 130票 84票 64.6% 
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１．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果 

《１人暮らしや夫婦２人暮らしに対する将来的な対策が重要》 

現在、３割弱となっている「１人暮らし」高齢者や４割強となっている「夫婦２人暮らし（配偶

者65歳以上）」は、今後さらに増加することが考えられるため、将来介護が必要となった場合の対

策が必要です。 

■家族構成 

 

■介護・介助の状況 

 

■主に介護・介助を受けている相手 

 

 

 

  

n=1,116 27.2 44.6 3.3 11.2 1.512.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人暮らし 夫婦２人暮らし(配偶者65歳以上)

夫婦２人暮らし(配偶者64歳以下) 息子・娘との２世帯

その他 無回答

n=1,116 81.0 8.0 7.3 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

n=81　　

娘

介護サービスのヘルパー

配偶者(夫・妻)

息子

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

その他

無回答

30.9

28.4

19.8

13.6

8.6

8.6

3.7

9.9

1.2

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％
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《日常的な介護予防の取組が重要》 

ウォーキングやスポーツなど、体を動かすことは非常に有効な介護予防となりますが、日常的な

動きも意識的に行えば運動機能の維持や転倒予防に繋がります。また、介護予防のための取組は少

しでも早い時期（前期高齢者のうちなど）から始めることも重要です。 

そのため、介護予防に関する啓発活動を行うとともに、安心・安全な環境を提供することも課題

となります。 

■階段を手すりや壁をつたわらずに昇っているか（年齢別） 

 

■椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がれるか（年齢別） 

 

■過去１年間に転んだ経験（年齢別） 

 

  

全体(n=1,116)

65～69歳(n=191)

70～74歳(n=284)

75～79歳(n=246)

80～84歳(n=202)

85歳以上(n=148)

58.8

74.9

68.3

61.8

45.0

31.1

15.9

12.6

12.0

17.5

22.3

19.6

17.9

6.3

12.0

13.8

27.7

39.2

7.3

6.3

7.7

6.9

5.0

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

全体(n=1,116)

65～69歳(n=191)

70～74歳(n=284)

75～79歳(n=246)

80～84歳(n=202)

85歳以上(n=148)

72.7

83.2

73.9

75.6

68.3

55.4

9.8

4.7

10.2

8.1

12.4

16.2

10.8

5.8

7.4

10.2

13.9

22.3

6.7

6.3

8.5

6.1

5.4

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

全体(n=1,116)

65～69歳(n=191)

70～74歳(n=284)

75～79歳(n=246)

80～84歳(n=202)

85歳以上(n=148)

9.6

8.4

7.0

6.1

11.9

18.2

24.0

20.4

20.4

24.0

26.7

34.5

60.6

64.9

64.8

64.6

56.9

42.6

5.8

6.3

7.7

5.3

4.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もある １度ある ない 無回答
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■転倒に対する不安（年齢別） 

 

■介護予防や健康保持のために、日常生活で取り組んでいること（複数回答） 

 

■介護状態を予防するための活動として興味関心のあるものは何ですか（複数回答） 

 

  

全体(n=1,116)

65～69歳(n=191)

70～74歳(n=284)

75～79歳(n=246)

80～84歳(n=202)

85歳以上(n=148)

17.7

9.9

13.0

16.3

21.8

33.1

35.3

30.9

35.2

35.0

37.1

39.9

24.7

24.6

27.5

29.3

21.8

15.5

15.9

28.3

15.1

13.4

15.3

5.4

6.5

6.3

9.2

6.1

4.0

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても不安である やや不安である あまり不安でない

不安でない 無回答

n=1,116　　

歩く(散歩や買い物等)

食事や栄養のバランスに気をつける

十分な休養や睡眠をとる

歯や口の健康に気をつける

健康診査などを定期的に受ける

ストレスをためないようにする

気持ちをなるべく明るく保つ

なるべく人と話す

定期的に体操や運動をする

できるだけ外出する

生活リズムを整える

健康補助食品(飲料)等をとる

日記を書く

酒やたばこを控える

介護予防や健康づくりに関する講座や教室へ参加する

その他

特に取り組んでいない

無回答

61.6

57.3

49.3

38.9

36.2

33.3

31.2

30.3

29.7

25.0

23.4

16.1

15.8

9.9

2.5

4.1

5.8

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

n=1,116　　

ウォーキング、体操、スポーツなどの運動系

レクリエーション、カラオケなどの娯楽系

講座・講演会

その他

関心はない

無回答

50.0

13.6

4.3

2.8

23.5

17.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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《孤立を防ぐためのきっかけづくりや移動支援の対策が必要》 

半数以上の人が外出を控えている理由として「足腰などの痛み」と回答している中、２割弱の人

が「外での楽しみがない」と回答していることから、高齢者が外に出る理由となる楽しみづくりや

きっかけづくりが重要となります。 

また、現在移動手段として自動車を利用している人が、運転が難しくなった場合に、外出機会が

減少することが考えられます。 

■週に１回以上は外出しているか（年齢別） 

 

■外出を控えていますか 

 

 

■外出を控えている理由（複数回答） 

 

 

  

全体(n=1,116)

65～69歳(n=191)

70～74歳(n=284)

75～79歳(n=246)

80～84歳(n=202)

85歳以上(n=148)

7.5

2.6

5.3

5.7

9.4

18.9

17.7

7.9

14.1

19.5

22.8

27.7

44.4

39.8

46.1

48.8

44.1

38.5

24.7

43.5

27.5

21.1

19.8

8.8

5.6

6.3

7.0

4.9

4.0

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回 週５回以上 無回答

n=1,116 24.7 66.9 8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

n=276　　

足腰などの痛み

外での楽しみがない

病気

交通手段がない

経済的に出られない

トイレの心配(失禁など)

耳の障害(聞こえの問題など)

目の障害

障害(脳卒中の後遺症など)

その他

無回答

53.6

17.8

16.7

14.5

12.0

10.5

8.7

5.8

5.1

20.7

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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■外出する際の移動手段（複数回答） 

 

 

  

n=1,116　　

徒歩

自動車(自分で運転)

自動車(人に乗せてもらう)

路線バス

タクシー

電車(ＪＲ)

自転車

病院や施設のバス

歩行器・シルバーカー

バイク

車いす

電動車いす(カート)

その他

無回答

47.2

43.0

27.5

25.4

20.4

4.7

3.4

1.4

0.5

0.2

0.2

0.0

0.1

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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《地域づくり活動への参加の意向はあり、参加しやすい環境づくりが必要》 

地域づくり活動への参加意向は、参加者としては半数程度見られますが、企画・運営としては参

加したくないと考える方が６割弱となっています。 

住民主体の活動は、負担感から活動そのものを敬遠する恐れがあります。活動を知り、足を運び、

つながりができ、お世話役をやってもよいと思える環境づくりが重要となります。 

また、前期高齢者は就労している人も3割弱みられ、就労そのものが介護予防や孤立防止に繋が

る活動として期待されます。 

■住民主体の地域づくり活動への『参加者』としての参加意向 

 

■住民主体の地域づくり活動への『企画・運営役』としての参加意向 

 

■参加している地域活動（高齢区分別） 

 

【参加が多い活動トップ3】 

 １位 ２位 ３位 

前期高齢者 収入のある仕事 
スポーツ関係の 

グループやクラブ 
町内会・自治会 

後期高齢者 趣味関係のグループ 町内会・自治会 
スポーツ関係の 

グループやクラブ 

  

n=1,116 5.8 42.8 41.3 3.8 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

n=1,116

2.2

28.6 57.6 3.2 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

えみなメイトや地域サロン

老人クラブ

町内会・自治会

収入のある仕事

7.4

16.4

15.4

5.3

1.5

1.9

15.8

29.1

7.9

13.4

19.1

4.5

6.4

7.7

18.1

8.6

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

前期高齢者 後期高齢者
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《お互いに気にかけあう関係性をベースに共生社会を目指して》 

家族や親戚以外で愚痴を聞いてくれる「友人」や「近隣」は、孤立を防ぐための重要な存在とな

ります。室蘭市には互助的な働きが存在していると思われ、その働きと公的サービスが連携して高

齢者を支えるためには、多様な構成員により地域課題の把握と解決を図る地域ケア会議などの一層

の充実が大切です。 

■心配事や愚痴を聞いてくれる人（複数回答） 

 

■閉じこもり傾向 

 

 

 

 

  

n=1,116　　

配偶者

友人

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

同居の子ども

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

50.4

41.5

36.6

28.6

15.1

9.2

1.7

4.3

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体(n=1116)

65～69歳(n=191)

70～74歳(n=284)

75～79歳(n=246)

80～84歳(n=202)

85歳以上(n=148)

毎日ある(n=525)

週に何度かある(n=93)

月に何度かある(n=170)

年に何度かある(n=173)

ほとんどない(n=135)

年
齢
別

共
食
の
機
会
別

25.3

10.5

19.4

25.2

32.2

46.6

23.2

18.3

24.7

22.5

40.7

74.7

89.5

80.6

74.8

67.8

53.4

76.8

81.7

75.3

77.5

59.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

閉じこもり傾向あり 閉じこもり傾向なし
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《スマートフォンや携帯電話を情報伝達や認知機能の維持に有効活用》 

約８割の人が利用しているスマートフォンや携帯電話は、単なる連絡手段だけではなく、安否を

確認するためにも重要なツールとなっています。最近では、アプリで家電と連携することで、室内

の温度管理や服薬のサポートなどもできるようになっており、その可能性はどんどん広がっていま

す。また、孤立を予防し認知機能を維持するという側面でも、LINE（ライン）や電話などのコミュ

ニケーションツールを使用することは有効だと考えられます。 

■スマートフォンやパソコンの利用状況 

 

■SNSの利用状況 

 

 

 

 

 

  

n=1,116　　

携帯電話 (スマートフォン)

携帯電話 (ガラケー)

パソコン

タブレット (ｉＰａｄなど)

その他

持っていない

無回答

56.2

24.0

20.7

7.5

0.1

17.0

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

n=1,116　　

LINE(ライン)

Facebook (フェイスブック)

Twitter (ツイッター)

Instagram (インスタグラム)

TikTok (ティックトック)

その他

利用していない

無回答

40.1

2.8

2.3

1.7

1.2

0.4

46.5

13.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%



 

56 

《認知症対策等に関する周知・取組が重要》 

認知症高齢者の増加が見込まれるなか、相談窓口を「知らない」が６割強を占めるため、早い段

階で支援が受けられるよう、相談窓口の周知は一層重要になります。 

現在は認知症状が「ない」が８割以上を占めていますが、たとえ認知症になっても「認知症基本

法」の理念に倣い、人格や個性が尊重され、本人の希望が叶えられる社会の実現が求められていま

す。 

■認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいるか 

 

■認知症に関する相談窓口の認知度 

 

■認知機能の低下 

 

 

 

  

n=1,116 9.0 85.5 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

n=1,116 31.7 63.7 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

全体(n=1116)

男性(n=479)

女性(n=586)

その他(n=3)

65～69歳(n=191)

70～74歳(n=284)

75～79歳(n=246)

80～84歳(n=202)

85歳以上(n=148)

自立(n=958)

事業対象者(n=10)

要支援1(n=57)

要支援2(n=41)

性
別

年
齢
別

要
介
護
度
別

41.9

42.0

42.5

33.3

33.5

40.1

38.2

47.5

53.4

40.3

70.0

49.1

56.1

58.1

58.0

57.5

66.7

66.5

59.9

61.8

52.5

46.6

59.7

30.0

50.9

43.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知機能の低下あり 認知機能の低下なし
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２．在宅介護実態調査結果 

《働き世代の介護者への支援が必要》 

要介護認定者の在宅介護において、主な介護者は「子」と「配偶者」が多く、年齢は40代、50代

の働き世代が約６割弱を占めており、介護者の身体的な負担や、最も不安に感じる介護である「認

知症状への対応」など、精神的な疲れに対する支援が必要です。 

主な介護者は、フルタイム・パートタイムで働いている人が約４割となっています。そのうちの

８割弱は、介護と仕事の両立を「問題なく」「問題はあるが、何とか」続けていけるとしています

が、「やや」「かなり」難しいとの回答が3.6％存在します。 

今後、要介護者の増加や介護者の高齢化が進むと考えられる中では、働いている介護者が、「介護

サービスの利用ができない」ことを理由に離職することがないよう、支援を考えていく必要があり

ます。 

■主な介護者の年齢・介護を受けている人との続柄 

【年齢】                【続柄】       

 

■主な介護者が不安に感じる介護等（複数回答） 

 

n=467　　

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

無回答

0.6

0.4

6.4

28.9

29.8

19.1

13.7

0.4

0.6

0% 10% 20% 30% 40%

n=467　　

認知症状への対応

外出の付き添い、送迎等

屋内の移乗・移動

夜間の排泄

日中の排泄

その他の家事 (掃除、洗濯、買い物等)

入浴・洗身

服薬

食事の準備(調理等)

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

衣服の着脱

食事の介助(食べる時)

身だしなみ (洗顔・歯磨き等)

医療面での対応 (経管栄養、ストーマ等)

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

23.3

16.5

14.3

13.9

12.6

12.6

9.4

7.5

6.0

5.8

3.9

3.4

1.9

1.7

3.2

12.2

10.3

14.8

0% 10% 20% 30%

n=467　　

子

配偶者

兄弟・姉妹

子の配偶者

孫

その他

無回答

61.5

28.5

3.4

3.2

0.4

2.8

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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■介護理由での離職の状況 

 

■主な介護者の現在の勤務形態 

 

■就労している主な介護者の仕事の調整（複数回答） 

 

  

単身世帯(n=146)

夫婦のみ世帯(n=142)

その他(n=168)

要支援１(n=78)

要支援２(n=115)

要介護１(n=101)

要介護２(n=103)

要介護３(n=34)

要介護４(n=13)

要介護５(n=11)

全体(n=467)

世
帯
類
型
別

要
介
護
度
別

3.9

2.1

2.1

6.5

1.3

0.0

2.0

7.8

14.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

1.8

1.3

0.9

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

2.1

0.6

1.3

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

9.1

91.0

93.8

92.3

87.5

92.3

98.3

90.1

87.4

79.4

100.0

90.9

1.3

1.4

1.4

1.2

1.3

0.0

3.0

0.0

5.9

0.0

0.0

2.4

2.7

2.1

2.4

2.6

0.9

4.0

3.9

0.0

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

主な介護者が仕事を辞めた(転職除く)

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた(転職除く)

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

n=467 23.3 18.6 51.8 3.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

n=196　　

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整(残業免除、短時間
勤務、遅出・早帰・中抜け等)」しながら、働いている

介護のために、「休暇(年休や介護休暇等)」を
取りながら、働いている

介護のために、２～４(他の「働いている」選択肢)
以外の調整をしながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

53.6

20.9

13.8

6.1

0.5

8.7

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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資料編 

 

■今後も働きながら介護を続けていけそうか 

 

 

 

 

■今後どこで生活したいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設への入所・入居の検討状況 

 

  

n=196 37.2 39.3

1.0

2.6 12.2 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない 無回答

単身世帯(n=273)

夫婦のみ世帯(n=175)

その他(n=187)

要支援１(n=152)

要支援２(n=184)

要介護１(n=119)

要介護２(n=120)

要介護３(n=39)

要介護４(n=14)

要介護５(n=11)

全体(n=652)

世
帯
類
型
別

要
介
護
度
別

86.3

86.8

84.6

86.6

95.4

89.7

85.7

77.5

74.4

64.3

63.6

1.1

0.4

0.6

2.7

0.0

1.1

1.7

0.0

7.7

0.0

0.0

4.4

4.0

4.6

4.8

1.3

1.6

7.6

7.5

7.7

21.4

0.0

2.8

2.6

3.4

2.7

0.0

0.5

2.5

5.8

7.7

14.3

18.2

0.2

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.1

1.1

0.7

2.3

0.5

0.7

0.0

0.8

3.3

2.6

0.0

0.0

4.1

5.5

4.0

2.7

2.6

7.1

1.7

5.8

0.0

9.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

自宅に住み続けたい 子どもの家に住みたい

施設に入りたい 状況に応じて施設と自宅を行き来したい

病院に入りたい その他

無回答

単身世帯(n=273)

夫婦のみ世帯(n=175)

その他(n=187)

要支援１(n=152)

要支援２(n=184)

要介護１(n=119)

要介護２(n=120)

要介護３(n=39)

要介護４(n=14)

要介護５(n=11)

世
帯
類
型
別

要
介
護
度
別

全体(n=652) 80.7

77.3

86.9

79.7

88.8

91.3

79.0

72.5

53.8

42.9

72.7

12.9

15.8

8.0

13.4

6.6

3.8

16.8

18.3

33.3

28.6

18.2

2.9

3.7

0.6

4.3

2.0

1.6

0.8

4.2

10.3

23.1

0.0

3.5

3.3

4.6

2.7

2.6

3.3

3.4

5.0

2.6

7.1

9.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている 無回答
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３．介護保険事業所調査結果 

《介護職員の確保、安定した介護サービスの提供が重要》 

室蘭市の各事業所における各職員の過不足状況は、概ね６割以上の事業所が「適当」としていま

すが、介護職員については「大いに不足」「不足」「やや不足」を合わせた“不足”が８割弱となって

います。 

介護に関わる業界では、介護職員の労働環境が悪化し、職員の確保、定着が問題視されており、

室蘭市においても事業所運営に関する問題点のうち、「良質な人材の確保が難しい」との回答が最

も多くなっています。今後は、業務内容の見直しや改善を行うことにより、職員数を確保し、安定

した介護サービスを提供することが重要となります。 

■職員の過不足 ※各職種を必要とする事業所のみの回答のため回答者数が異なります。 

 

 

 

■事業所運営に関する問題点（複数回答） 

 

  

【サービス提供責任者】

n=33 84.8 6.1 3.0 6.1

0.0

60% 80% 100%

適当 大いに不足 不足

やや不足 過剰

【介護職員】

n=64 21.9 14.1 18.8 45.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適当 大いに不足 不足

やや不足 過剰

【看護職員】

n=55 67.3

1.8

10.9 20.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適当 大いに不足 不足

やや不足 過剰

【生活相談員】

n=40 80.0

0.0

12.5 7.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適当 大いに不足 不足

やや不足 過剰

【機能訓練指導員】

n=38 60.5

0.0

13.2 26.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適当 大いに不足 不足

やや不足 過剰

【ケアマネジャー】

n=52 61.5

5.8

9.6 23.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適当 大いに不足 不足

やや不足 過剰

n=84　　

良質な人材の確保が難しい

介護サービス提供に関する書類作成等が煩雑で、時間に追われている

経営(収支)が苦しく、労働条件や労働環境改善をしたくても出来ない

新規利用者の確保が難しい

介護従事者の介護業務に関する知識や技術が不足している

介護従事者の介護業務に挑む意欲や姿勢に問題がある

教育・研修の時間が十分にとれない

介護従事者間のコミュニケーションが不足している

利用者や利用者の家族の介護サービスに対する理解が不足している

介護保険の改正等についての的確な情報や説明が得られない

経営者・管理者と職員間のコミュニケーションが不足している

雇用管理等についての情報や指導が不足している

その他

特にない

無回答

61.9

56.0

33.3

23.8

16.7

13.1

13.1

13.1

13.1

8.3

6.0

2.4

2.4

9.5

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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資料編 

 

《人材確保と定着に向けた支援が必要》 

勤務年数をみると「１年未満」は１割強にとどまっており、職員が安定していると考えられます

が、非正規職員が約４割、資格の取得、研修の修了状況には「上記のいずれも該当しない」が約３

割を占めています。 

正規職員への登用、処遇改善や働き方の調整、資格取得の補助など、安定して働き続けられるよ

うな支援が今後さらに必要となります。 

■雇用形態・勤務年数・年齢 

 

 

■主な職種・資格の取得、研修の修了状況 

 

 

【雇用形態】

n=1,309 57.4 42.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規職員 非正規職員

【勤務年数】

n=1,309 13.5 34.0 24.4 28.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満 5年未満 10年未満 10年以上

【年齢】

n=1,309　　

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

不明

0.9

7.6

13.2

25.7

28.5

17.0

7.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40%

【主な職種】

n=1,309 44.9 7.2 4.5

2.9 1.5

39.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護福祉士 ケアマネ 管理者 事務 計画担当者 その他

【資格の取得、研修の終了の状況】

n=1,309 48.6 2.4 14.1 32.2 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護福祉士(認定介護福祉士含む)

介護職員実務者研修修了または(旧)介護職員基礎研修修了または(旧)ヘルパー１級

介護職員初任者研修修了または(旧)ヘルパー2級

上記のいずれも該当しない

無回答


